
北陸経済連合会 オンライン講演会

第六次中期アクションプラン策定検討WG 【第1回】

 「スマート・リージョン北陸」実現のための方策 

次期中期アクションプラン（実施時期：2026～2030年度）策定に向け、主要なテーマについて
有識者による講演会を行います（全４回）。

第1回目は、「『スマート・リージョン北陸』実現のための方策」として、東京大学 越塚教授より、
2030年中頃のありたい姿の実現に向けた示唆をいただきます。

多数のお申込みをお待ちしております。

日時 ： 2025年４月１７日(木) 15:00-16:00

形式 ： オンライン開催 (Microsoft Teams)

【略歴】

1994年 東大院理学系研究科博士課程修了、博士(理学)。以後、東工大助手、
東大助教授・准教授を経て、2009年より現職。専門は計算機科学。

特に、IoT（Internet of Things）やデータ流通プラットフォーム、スマートシ
ティ、スマートビル／ハウス、オープンデータ、OS、コンピューターネットワーク、
HCI、ブロックチェーンなどの研究に取り組んできた。

近年は、情報システムだけでなく、法制度やビジネスモデルも含んだ社会基盤と
しての情報プラットフォームの構築に関心を持つ。

具体的には、データ連携基盤（DATA-EX）、スマートシティのプラットフォーム
としての都市OSなどの研究・開発・社会実装に取り組んでいる。

【申込方法】 下記URLまたはQRコードから、申込フォームにてお申込み下さい。
https://forms.office.com/r/XDiqE2g3GY?origin=lprLink

・締切 4月11日（金）

・対象 北経連会員企業・団体に所属する方 （複数名の申込み可）

お申込みいただいた方には、開催日前日までに配信用URL等をメールでお送りします。

ご記入いただいた情報は、本講演会実施の目的以外には使用いたしません。

【問合せ】 北陸経済連合会 宮原・宮下 TEL：076-282-9530 E-mail：miyashita@hokkeiren.gr.jp

演題 ： デジタル世界のマクロトレンドを踏まえた
 「スマート・リージョン北陸」実現のための方策

講師 ： 東京大学大学院 情報学環 教授 越塚 登 氏

https://forms.office.com/r/XDiqE2g3GY?origin=lprLink


【第2回】 カーボンニュートラル、GX 5月中旬

【第3回】 スタートアップ、DX ６月上旬

【第4回】 DE&I、ウェルビーイング 6月下旬

第六次アクションプラン策定検討WG・オンライン講演会 今後の予定

今後、以下のテーマで有識者による講演を予定しています。

それぞれの分野から、「スマート・リージョン北陸」実現に向け、一人当たりGRP向上やウェルビーイング、

能登復興との関連性や、北陸の経済界が取るべきアクションの検討に繋がる示唆をいただきます。

詳細は決まり次第、北経連トピックス等でご案内します。ぜひご聴講ください。

【参考】 第五次中期アクションプラン 及び 近未来ビジョン「スマート・リージョン北陸」

労働生産性
向上

労働投入量
維持

北陸地域内外の多様な人々から選ばれる
魅力あふれる企業・職場づくり

一人当たりＧＲＰ

（域内総生産）７百万円

現在の東京並み
［北陸の現行水準の1.75倍］

目標１

多様性と一体性の両立

（ダイバーシティ＆インクルージョン）

多様な人材がそれぞれの能力を

最大限に発揮できる

北陸に住む人々が活き活きと

幸せに暮らせる

スマート・リージョン北陸

－Society5.0の実現によりSDGsを達成。
少子高齢化・人口減少社会を克服し、人々が豊かで幸せに暮らす北陸－ 目標２

北陸近未来ビジョン ～2030年代中頃の北陸のありたい姿～

第五次中期アクションプラン（2021年度～2025年度）
「ウィズコロナ・ポストコロナ」の中で「スマート・リージョン北陸」を目指して

（１）北陸新幹線の大阪までの早期全線開通

（２）陸・海・空一体となった人流・物流基盤の強化
①高速道路の全線４車線化、ミッシングリンクの解消
②北陸地域の港湾・空港の整備
③人流・物流機能の強化
④自然災害等に対応する社会基盤、企業設備等の
充実・強化

（３）社会基盤としての行政・社会システムに係るデジタル化

（４）脱炭素社会の実現を目指したエネルギー・環境対策

（５）東京一極集中の打破
①北陸地域への企業誘致・投資促進
②関係人口等の増加に向けた取り組み

１．スマート・リージョン北陸に向けた社会基盤
      整備の促進

（１）ＡＩ、ＩｏＴ等デジタル化

（２）産学官連携による人材育成

（３）オープンイノベーション
①交流機会の創出（会員同士、会員とスタートアップ等）

②国内外スタートアップのプラットフォームへの参画
③マッチング（商品・サービスと技術）

（４）新事業創出
①新たな価値創出・事業化
②新事業等に対する参入規制緩和
③国内外からの投資

（５）市場開拓
①海外ニーズ調査
②広域観光

（６）労働生産性向上のための企業変革

２．北陸企業の労働生産性の向上と成長
３．北陸企業の「ダイバーシティ＆イン
      クルージョン」ブランド化の推進

（１）女性活躍の促進

（２）シニア活躍の促進

（３）高度外国人材（外国人留学生等）

          および特定技能外国人労働者の受入
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